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広報対話課から
（☎025－526－5111）
◦「広報上越３月号」は、２月
21日㊊・22日㊋に各町内会へ
お届けし、各世帯にお配りしま
す。届かない世帯の人は、広報
対話課または、各総合事務所へ
ご連絡ください。

人権について考えよう⑨　｢ヤングケアラー｣

　ヤングケアラーを巡っては、支援が必要な状態であっても、その生活が当たり前で自分では 
「ヤングケアラーである」という認識がないことで、支援につながりにくい状況があります。
　しかし、将来を担う子どもたちは、あらゆる場面で「子どもの権利」が尊重され、保障され
なければなりません。
　市では、その子どもにとってどのような支援が望ましいのか、一緒に考えていきます。
　自分のこと、家族のこと、身近な周囲のことなど気になることがありましたら、気軽に相談
してください。

問合せ・相談窓口　
すこやかなくらし包括支援センター（福祉交流プラザ内　☎025-526-5623、 sukoyaka@city.joetsu.lg.jp）

　家族の世話や見守りをするために、勉強する時間が削られたり、自分のやりたいことが十分
にできなかったりする子どもたちのことを「ヤングケアラー」といいます。
　あなたの周りにこんな子どもはいませんか？

気付いてください

市民の皆さんと一緒に人権問題を考えるため、シリーズで掲載しています。

障がいや病気のある家族
に代わり、買い物・料理・
掃除・洗濯などの家事を
している

家計を支えるために労働
をして、障がいや病気の
ある家族を助けている

家族に代わり、幼いきょ
うだいの世話をしている

アルコール・薬物・ギャ
ンブル問題を抱える家族
に対応している

障がいや病気のあるきょ
うだいの世話や見守りを
している

がん・難病・精神疾患な
ど慢性的な病気の家族の
看病をしている

目を離せない家族の見守
りや声かけなどの気づか
いをしている

障がいや病気のある家族
の身の回りの世話をして
いる

日本語が第一言語でない
家族や障がいのある家族
のために通訳をしている

障がいや病気のある家族
の入浴やトイレの介助を
している

上越市の人口・世帯数
令和４.１.１現在。（　）は前月との比較

91,780人
（‒104人）

95,241人
（-71人）女男

187,021人
（-175人）合計

76,734（‒11）
数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

  75
216

  224
  258

＜人口増減内訳＞

　

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

　今回の取材では、キューピットバレイの海ま
で見渡せる眺望の良さとふわふわのパウダースノー
に感動し、アイスアリーナでは、ここを拠点に真
剣な眼差しで競技に取り組む皆さんの迫力に圧
倒されるなど、新たな発見や気付きがいくつも
ありました。改めて、このまちの地域資源の豊
かさを実感する機会となりました。

表紙のことば： 冬本番！上越の冬を楽しもう！
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